
令和８年度 鹿森ダム水防連絡協議会

【資料説明】
１ 鹿森ダムの概要
２ ダムの役割
３ ダムの放流計画
４ 異常洪水時防災操作（緊急放流）
５ 西日本豪雨以後の取組
６ 鹿森ダムの留意点
７ 河川・ダム情報を入手する手段
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○日時 令和８年５月28日（木）14:00～

○場所 角野公民館（２階多目的ホール）

○次第

・開 会

・挨 拶（所長）

・動画放映（ダムの役割と操作）

・資料説明（管理課長）

・質 疑

・閉 会
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１ 鹿森ダムの概要（流域一覧図）



１ 鹿森ダムの概要（諸元等）

3

ダムの諸元

新居浜市立川町広瀬位 置

治水・発電・工業用水築造目的

重力式コンクリートダム型 式

５７．９ｍ（非越流部）堤 高

１０８．６ｍ堤 頂 長

８１，７７０m3堤 体 積

５１．１ｋ㎡（国領川28.5ｋ㎡ 銅山川22.6ｋ㎡）集水面積

１，５９０千m3総貯水容量

１，３１０千m3有効貯水容量

５０５m3/ｓ （５０年確率）計画洪水量

３４５m3/ｓ計画最大放流量
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１ 鹿森ダムの概要

①洪 水 調 節 ： 洪水から町や農地を守る役割
（愛 媛 県）

②発 電 ： 水力発電を行うための水を
（住友共同電力株式会社） 確保する役割

③工 業 用 水 ： 工場等で使用する水を確保
（新居浜市） する役割

新居浜市の市民生活や産業に寄与

利 水

治 水

○鹿森ダムの目的（役割）
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ダ
ム

【ダムのある場合】【ダムのない場合】

平常時 及び 小規模洪水時（鹿森ダム：流入量190㎥/秒未満）

ダムがあっても、
なくても同じ

洪水はそのまま
下流に流れる

治水容量

利水容量

２ ダムの役割（治水：洪水時）

ダ
ム

【ダムのある場合】【ダムのない場合】

ダムで洪水の一部を
貯め、下流の増水を緩和

洪水はそのまま
下流へ流れて増水

大規模洪水時（鹿森ダム：流入量190㎥/秒以上）

治水容量

利水容量
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２ ダムの役割（治水：渇水時）

ダ
ム

【ダムのある場合】【ダムのない場合】

平 常 時

ダムがあっても、
なくても同じ

治水容量

利水容量

流水はそのまま
下流に流れる

川の水は少なくなり、
水不足が発生

渇 水 時

ダ
ム

【ダムのある場合】【ダムのない場合】

治水容量

利水容量

ダムで貯めていた水を
放流し、水不足を緩和



水 量

0.65m3/s
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水資源の
高度な活用

東平発電所

銅山川

国領川

4.00m3/s最大放流量

20,000kW最大出力

5.00m3/s最大放流量

6,700kW最大出力

足谷川

工業用水

←徳島

新居浜 ↓

２ ダムの役割（利水）

用水の
確 保

山根発電所

鹿森ダム

別子ダム

用水の
確 保

取水堰

用水の確保
（発電・工業用水道など）



堤頂 EL 230.00m

洪水時最高水位 EL 228.80m

平常時最高貯水位 EL 226.20m

予備放流水位 EL 207.20m

堆砂面 EL 203.80m

基礎岩盤 EL 172.10m

予備放流容量
1,000,000m3

利水容量
1,100,000m3

堤
高
57
.9
m

洪
水
調
節
容
量
1,
21
0,
00
0ｍ

３

有
効
貯
水
容
量
1,
31
0,
00
0ｍ

３

総
貯
水
容
量
1,
59
0,
00
0ｍ

３

事前放流対象容量
100,000m3
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３ ダムの放流計画

○ダムに貯め込んだ水を下流に流す「放流」操作は、ダム毎に決められたルール
(操作規則)に従って操作を行います。

○鹿森ダム地点における計画高水流量毎秒505m3/sのうち、160m3/sをダムに貯留し
345m3/sの放流とすることによって下流域の洪水被害を軽減します。

○ダム下流での洪水被害を軽減するため、ダム放流量を制御しながら、
貯水池に洪水の一部を貯め、下流の水量を減らします。 ⇐ 『洪水調節』

●洪水調節計画図

●貯水池容量配分図●計画高水流量配分図（単位：m3/s）

重複
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３ ダムの放流計画

●小規模洪水時の放流（満水維持放流）

●大規模洪水時の放流（洪水調節放流）



緊急放流

ダム水位が洪水時最高水位を超えると予測し
た場合、放流量を流⼊量と同程度となるよう
に増加させ、流⼊量と同じ量を放流します。
（ダムが無い状態と同じ）

流⼊量＝放流量

洪水時最高水位

放流量

流⼊量

予備放流水位

⿅森ダムでは、3時間当たり110mm以上の降⾬
量が予測された時に、事前に放流して予備放流水
位からさらに水位を下げ、利水容量を活⽤するこ
とで洪水を貯める容量を増強し、洪水調節機能を
強化することとしています。

本来は利水容量

既存の洪水調節容量

放流量

流⼊量

事前放流
予測降⾬量が110mm/3h以上
の場合
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３ ダムの放流計画

●異常洪水時の放流（緊急放流）

●非常に大きな雨が予測される場合の放流（事前放流）



予測雨量雨量
(mm/h)

累積雨量
(mm)
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３ ダムの放流計画

●一定率一定量放流方式

369㎥/s



１．流入量が毎秒190㎥に達した後、毎秒369㎥に達する

までは、毎秒｛（流入量－190）×0.864+190｝㎥を放流

（一定の割合でダムに貯める）

流入量が毎秒369㎥を超えた後、流入量が毎秒345㎥に

等しくなるまでは、毎秒345㎥を放流

（ダムからの放流量を頭打ちさせる）

２．流入量が毎秒369㎥以下で最大に達した後は、

毎秒｛（最大流入量－190）×0.864+190｝㎥を流入量と

等しくなるまで放流

（最大となった放流量を継続する）
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３ ダムの放流計画

※赤文字：R6.5.17より変更

（洪水調節）

○愛媛県鹿森ダム操作規則



0

50

100

150

0:00 0:30 1:00 1:30 2:00

放流量上限

流量(m3/s)

ダムからの放流は、下流の水位・流速に急激な変化を生じないよう、
原則、次の方法で放流します。
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３ ダムの放流計画

毎秒 5㎥１．放流開始後 20分まで

毎秒 10㎥２．放流開始後 20分から40分まで

毎秒 30㎥３．放流開始後 40分から1時間まで

毎秒 50㎥４．放流開始後 1時間から1時間20分まで

毎秒 75㎥５．放流開始後 1時間20分から1時間40分まで

毎秒 100㎥６．放流開始後 1時間40分から2時間まで

毎秒 50㎥７．放流開始から２時間を経過した後の増加放流量

○愛媛県鹿森ダム操作細則

（放流の原則）
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３ ダムの放流計画

50秒

10秒
休止

○関係機関に対する通知
・ 原則として、放流を開始する約１時間前

○ 一般に対する警報
【警報範囲】
・ 放流量が毎秒20㎥以下の場合は、ダムから山根地点までの区間
・ 放流量が毎秒20㎥を超える場合は、ダムから河口までの全区間

【警報方法】
①警報車による警報
・ 放流直前に、警報車による巡回と、車載拡声器による警報周知を行います。
②警報局等からの警報（拡声器による放送とサイレン又は疑似音）
・ サイレン又は疑似音の吹鳴前に、拡声器で警報を一般に周知します。
・ ダムのサイレン又は疑似音は、放流開始約５分前から放流開始直前まで吹鳴します。
・ ダム以外のサイレン又は疑似音は、放流開始直前に約５分間吹鳴します。

＜サイレン（疑似音）吹鳴パターン＞



３ ダムの放流計画
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○鹿森ダム水防伝達系統図
関係機関



３ ダムの放流計画

16
鹿森ダムのサイレン警報局、放送警報局の位置

毎秒20m3以下

毎秒20m3超

警報範囲

国領サイレン警報局

平形サイレン警報局

○警報局、放送警報局等位置図

本村サイレン警報局



４ 異常洪水時防災操作（緊急放流）
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※「異常洪水時防災操作」については、
ダム操作の状態に関する表現として引き
続き 使用しているが、緊急時に呼びか
けるとき（放流通知など）には「緊急放流
」を使用

☆過去の事例から、「短時間で大量の降雨」とは：
・１時間に100mmを超える降雨（Ｈ11事例）
・１時間に60mmを超える降雨が数時間続く場合（Ｈ16事例） など

鹿森ダムの容量は小さいため、「短時間に大量の降雨」があった場合には、急激にダムの水位が
上昇し、異常洪水時防災操作（緊急放流）に移行する可能性があります。



予測雨量

時間

雨量
(mm/h)

累積雨量
(mm)

洪水を
貯めこむ

４ 異常洪水時防災操作（緊急放流）
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○ 緊急放流開始後も、流入量＝放流量となるまでは、洪水を貯留する
ことにより、下流の洪水量を低減し、必要な時間を確保

４ 異常洪水時防災操作（緊急放流）

19



４ 異常洪水時防災操作（緊急放流）
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○異常洪水時防災操作（緊急放流）への移行

50秒

15秒

・ サイレン又は疑似音の吹鳴前に、拡声器で警報を一般に周知

・ ダムのサイレン又は疑似音は、放流開始約５分前から放流開始直前まで吹鳴

・ ダム以外のサイレン又は疑似音は、放流開始直前に約５分間吹鳴

＜サイレン（疑似音）吹鳴パターン＞

10秒
休止

より切迫感を持って緊急性を伝えられるように変更

警報局等からの警報（拡声器による放送とサイレン又は疑似音）

【異常洪水時防災操作（緊急放流）】

【通常放流】

サイレン

サイレン

サイレン間隔を短く

https://www.pref.ehime.jp/page/1124.html

吹鳴パターンの確認はこちらから

5秒
休止



４ 異常洪水時防災操作（緊急放流）
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⇒異常洪水時防災操作（緊急放流）の時には、
新居浜市からの避難情報を確認、早めの避難行動を

備 考
操作
実施

５分前１０分前１時間前予告方法

水位上昇速度が速いときなど
実施できないこともある〇テレビなど

水位上昇速度が速いときなど
実施できないこともある〇警報車

必ず実施〇マイク放送

必ず実施〇サイレン吹鳴

異常洪水時防災操作（緊急放流）に移行の際、事前周知の時間が十分に取れず、
予告方法が限定されることがあります。

異
常
洪
水
時
防
災
操
作

(

緊
急
放
流)

開
始

鹿森ダムの異常洪水時防災操作（緊急放流）の事前周知方法

○関係機関への通知および一般への周知



４ 異常洪水時防災操作（緊急放流）

国領川城下

22

予告～実施
までの時間

城下地点
最高水位
（ｍ）

最大
放流量
(m3/s)

最大時間雨量
〔河又〕
(mm/時)

最大日雨量
〔河又〕
(mm/日)

年月日

予告できず3.29733126389H11. 9.15

24分2.0331057511H13. 8.21

予告できず2.7152980621H16. 8.18

22分2.0123958551H16. 8.30

23分2.7438258408H16. 9.29

3時間12分2.0922741379H16.10.20

1時間10分2.3934555777H17. 9. 6

55分1.4725654362R 5. 8.10

（参 考）

予告のみで実施なし2.4234457451H30. 9.30

○降雨量 約１．１倍 ○流量 約１．２倍
○洪水発生頻度 ２倍

※赤文字：計画最大放流量345m3/s超の放流

気候変動の影響による2040年頃の見込み
○氾濫注意水位2.00m
○避難判断水位2.30m
○氾濫危険水位2.60m

○これまでの事例



５ 西日本豪雨以後の取組

平成30年７月、これまでに経験のない異常な豪雨により、愛媛県の野村ダム、鹿野川ダムを
含む全国８ダムで、貯水限界を超えることが予想され、流入量と同量まで放流量を増加する
「異常洪水時防災操作（緊急放流）」が行われました。

2018年7月11日付け 朝日新聞デジタル 2018年7月12日付け 読売ONLINE
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○平成30年 西日本豪雨の状況
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５ 西日本豪雨以後の取組

○異常豪雨の頻発化に備えたダムの洪水調節機能に関する検討会の提言
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５ 西日本豪雨以後の取組

○鹿森ダムホットラインの運用開始（H30.10.29～R8.3.31）

ダム管理者

東予地方局建設部長

避難指示の発令等を
判断する立場にある者

新居浜市 副市長直接
電話連絡

異常洪水時防災操作の実施が見込まれた場合

異常洪水時防災操作開始の約１時間前

異常洪水時防災操作開始の情報 異常洪水時防災操作を開始した時

伝達する情報 伝達する時期

異常洪水時防災操作実施見込みの情報

異常洪水時防災操作開始予告の情報

異常洪水時防災操作終了
又は未実施の情報

異常洪水時防災操作終了時
又は未実施が確定した時点

鹿森ダム管理事務所

所 長
⇒ ⇒

■伝達する情報及び時期

※ダム放流量：３４５m3/s以上

電話連絡

ホットライン

○鹿森ダムホットラインの運用改正（R8.4.1～）
避難指示の発令等を
判断する立場にある者

新居浜市 副市長直接
電話連絡

鹿森ダム管理事務所

所 長
⇒

ホットライン
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５ 西日本豪雨以後の取組

50秒

15秒

5秒
休止

10秒
休止

より切迫感を持って緊急性を伝えられるように変更

【異常洪水時防災操作（緊急放流）】

【通常放流】

○サイレン（疑似音）吹鳴パターンの変更

（R元.10.24～）

○敷島局からのサイレン吹鳴（R7.4.1～）

避難行動に直接結びつく放流情報を『確実に伝える』ため、
新たに敷島局からもサイレン吹鳴を開始
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５ 西日本豪雨以後の取組

鹿森ダム

マイントピア別子

5
27

6
26

24

10

9

25 8
7

4

28

3

2

1

放流看板位置図（上流側）

城下橋

19

13

17 16

18 15

14

12

21

20

22

23

11

放流看板位置図（下流側）

○注意喚起立札の内容変更

https://www.pref.ehime.jp/uploaded/
attachment/115407.pdf

⽴札位置の確認はこちらから
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５ 西日本豪雨以後の取組

【事前放流イメージ】 【事前放流フロー】

ダム情報、気象情報
の入手

事前放流量を計算⇒
実施

事
前
放
流
を

実
施
し
な
い

Yes

No
実施条件を超える
予測降雨量であるか

鹿森ダムでは、洪水前に国土交通省が提供する予測降雨量システムを基に、以下の基
準により事前放流の実施可否を判断します。

【事前放流実施条件】

予測降雨量が3時間当たり110ミリメートルとなる時間帯があるとき

○事前放流の運用開始（R3.2.17～）



29

５ 西日本豪雨以後の取組

○放流（操作規則）の変更（R6.5.17～）
無害流量（ダム下流の流域、河川内の各種施設に影響のない流量）の見直しにより、ダ
ムの操作規則を変更。

※無害流量を100m3/s⇒190m3/sに見直し

洪水調節計画図
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５ 西日本豪雨以後の取組

○ダムの洪水調節機能を踏まえた住民参加型訓練の実施

R6.6.1 鹿森ダム直下流の立川地区において、異常洪水時防災操作等の説明会を開催

R7.9.28 新居浜小学校の防災訓練時に、異常洪水時防災操作等について説明

R6立川地区 R7新居浜小学校



６ 鹿森ダムの留意点
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・ 国領川の流域面積約73km2に対して鹿森ダムの面積は28.5km2であり（全流域の
約40％）、河川の流量にはダム下流の残り60％の流域が影響するため、現段階で
は 国領川城下地点の河川水位を的確に予測することは難しいのが実情です。

鹿森ダムの雨量観測所は「鹿森ダム管理事務
所」、「河又雨量観測所」、「東平雨量観測所」の
３か所。鹿森ダムより下流の大量降雨により、国
領川の水位が上昇することもある。

国領川の支川には種子川、客谷川、市場川が
あり、城下地点の流量はそれらの河川流量の影
響が大きい。

城
下

鹿森ダムの雨量観測地点



６ 鹿森ダムの留意点
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令和５年

新居浜市 気象庁気象観測所
所在地：新居浜市船木甲



７ 河川・ダム情報を入手する手段

■えひめ河川メール

■ Webサイト

国交省 川の防災情報

■ データ放送

■ Webサイト

愛媛県 河川・砂防情報システム

鳥取県河川課WEBサイトより
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７ 河川・ダム情報を入手する手段
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河川・ダム情報を入手する手段
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（以下、参考資料）
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１．８ 鹿森ダムの留意点

元々規模が小さいダムであることに加え、洪水調
節容量内に堆砂があるため、すぐに放流が必要と
なるとともに放流終了までに日数を要します。

今後も引き続き堆砂除去工事を予定しています。

（R5年度 貯水池内 約33,000m3を掘削）

堆砂状況（水位EL205ｍ）

取水塔

治水容量内堆砂率 12.5％

空 1059千ｍ3

空 8千ｍ3

278千ｍ3

151千ｍ3

空 2千ｍ3

92千ｍ3
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１．８ 鹿森ダムの留意点（ダムの放流（操作規則）の変更）

１．流入量が毎秒100㎥に達した後、毎秒383㎥に達するまで
は、毎秒｛（流入量－100）×0.864+100｝㎥を放流

無害流量（ダム下流の流域、河川内の各種施設に影響のない流
量）の見直しにより、ダムの操作規則を変更（R6.5.17～）。

※無害流量を100m3/s⇒190m3/sに見直し

１．流入量が毎秒190㎥に達した後、毎秒369㎥に達するまで
は、毎秒｛（流入量－190）×0.864+190｝㎥を放流
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１．８ 鹿森ダムの留意点（ダムの放流（操作規則）の変更）

流入量が毎秒383㎥を超えた後、流入量が毎秒345㎥に

等しくなるまでは、毎秒345㎥を放流

流入量が毎秒369㎥を超えた後、流入量が毎秒345㎥に

等しくなるまでは、毎秒345㎥を放流

２．なお、流入量が毎秒383㎥以下で最大に達した後は、

毎秒｛（最大流入量－100）×0.864+100｝㎥を流入量と

等しくなるまで放流

２．なお、流入量が毎秒369㎥以下で最大に達した後は、

毎秒｛（最大流入量－190）×0.864+190｝㎥を流入量と

等しくなるまで放流


